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六甲六甲六甲六甲（（（（紅葉谷道紅葉谷道紅葉谷道紅葉谷道・・・・百間滝百間滝百間滝百間滝～～～～天狗岩南尾根天狗岩南尾根天狗岩南尾根天狗岩南尾根））））    

                                                                                                            

日  時：２月１２日(日） 

参 加 者：La須増 SLa 本多   足立(美）岡本 河合 小山 瀧原 三浦  

          Lb 松下 SLb 渡邊(俊) 大谷 狩集 嶋澤 多木 野村 和田  

行動記録：有馬温泉駅 9:40～ロープウェイ有馬駅 9:57(10:05 発)～紅葉谷手前(体操) 10:17 

         （10:25 発）～紅葉谷出会 10:32～七曲滝 11:10～百間滝 11:58～似位滝 12:07～ 

紅葉谷道 12:25～極楽茶屋跡 13:03～ガーデンテラス 13:25(14:18 発)～ 

みよし観音前 14:27～天狗岩南尾根 14:45～寒天橋 16:00 

 

★ 六甲紅葉谷道六甲紅葉谷道六甲紅葉谷道六甲紅葉谷道・・・・七曲七曲七曲七曲・・・・百間滝百間滝百間滝百間滝    

多木多木多木多木    

２月１２日今年は、私の参加している山行

は、寒い日ばかりで今日も勇気を出してコタ

ツから出る。和田さん（気象担当）よりメー

ルで、「今日（１０日）のＭａｐｉｏｎｎの予

報では、昨日の予報より気温が低めになって

います。最高８度最低－４度、朝方は防寒を

心がけておく必要がありそうです。」寒いとの

一言つぶやく。よくよく考えれば今日は、氷

瀑を鑑賞するんだと納得する。神鉄有馬温泉

駅集合９時３０分。谷上駅の待合室で時間調

整する。空調がきいていてしかも売店が有り

便利。コーヒーを飲みながら優雅なひと時を

過ごし厚化粧（日焼け止め）をする。皆さん

元気に集合しスタート紅葉谷へと向かう。意

気込んでいるせいか少し温いと思う。先ずは、

七曲滝へと入って行くも下からの道は、凍っ

ていて残念。引き返し上からの道を行く。さ

すがに大勢の人が氷瀑を鑑賞するためやっと

一人しか通れない道幅のところに押しかけた

もので一苦労。交わすにも厚かましく割り込

んでいかなければ何時までたっても行けない。

苦労の末やっと到着。さすが七曲の滝氷瀑。

ダイナミック眼下に滝が凍っているのを手に

とって見ることが出来感激で ある。普段見

かけない物だけに自然の偉大さをしみじみと

感じる。写真を配信して頂き、改めて写真を

眺め・眺め、凄いと感激する。 

次に、百間滝。上から降りていく。下り始

めて少し行ったところが滝の頂上に当たるも

始めは、分からず下から眺めて気付く。上か

ら入って行くため５０～６０メートル位下が

って行く。降りていきながらも横から凍って

いるのが見える。ここも沢山の人盛り。奥へ

入って行くと似位滝である一部道が凍ってい

るところがあるので注意するもアイゼンの必

山行報告山行報告山行報告山行報告    
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要なし。これだけ滝を鑑賞できれば満足であ

る。ガーデンテラスで昼食するが寒さに勝て

ず震える。今は、閉鎖になっている阪急のホ

テルの前を通過し少し行ったところを折れる

と天狗岩南尾根へと行く。年配のハイカーの

方と出会い天狗岩の説明を聞く。岩の形が天

狗の顔をしており、しかもちゃんと鼻が曲が

っているのがはっきりとしているとの事。少

し降りて行ったところから岩を見ると分かる。

南尾根も良いコースであり寒天橋に到着。寒

天橋 からゆっくりと歩き阪急御影駅へと向

かう。今日は、天候も良く「氷瀑を鑑賞する」

事もでき皆様と楽しく過ごせ楽しい日でした。

参加者の皆様有難うございました。  

 

    

    

淡路先山淡路先山淡路先山淡路先山とととと広田梅林広田梅林広田梅林広田梅林    

    

日  時；１月１６日（木） 

参 加 者；L荘所 SL 砂川(延） 阿蘇 池尻 澤田(卓) 澤田(律)  瀬尾 水上  

行動記録：阪神高速明石ＳＡ9:00―洲本ＩＣ9:45―先山登山口 10:15(10:35 発)～不動明王 

     10:50～10 丁の石碑 11:15～東の茶屋 11:40～千光寺 11:45(12:40 発)～９丁の石碑 

     13:00～下内膳登山道分枝：13:10～先山下山口 13:45―広田梅林 14:15(14:45 発) 

     ― 千年一酒造 15:30(16:10 発)―東浦サンパーク 16:45（17:45 発）解散 

    

★ 淡路島淡路島淡路島淡路島    先山先山先山先山（（（（千光寺千光寺千光寺千光寺））））        黒岩水仙郷黒岩水仙郷黒岩水仙郷黒岩水仙郷にににに行行行行けずにけずにけずにけずに残念残念残念残念！！！！！！！！    

池尻池尻池尻池尻    

随分前に行った黒岩水仙郷にもう一度行っ

てみたいと思って，先山の山行に参加しまし

た。 

始めは５名、女性３名と少なく、自家用車

２台で行くことになりました。明石ＳＡで集

合し、明石大橋を通り洲本ＩＣまでドライブ

１時間余りで上内膳登山口に到着。登り始め

て１時間余りで先山（４４８ｍ）千光寺に着

きました。 

先山には三角点は無く千光寺が山頂で、淡

路富士と呼ばれているそうです。千光寺は９

０２年の創建と言われる古刹で境内には荘厳

な雰囲気の本堂、三重塔、鐘楼堂、梵鐘は弘

安６年（１２８３年）の銘があり国の重要文

化財です。素晴らしいお寺に皆感動です。

千光寺を一回りし昼食、１４時頃下山。 

行きたいと思っていた黒岩水仙峡は花が終

わりとのことで広田梅林に変更・・・ 

梅も残念ながら蕾も堅くちらほらでした。

梅林もそこそこに次は皆さんお待ちかねの千

年一酒造の見学、試飲。この酒造会社のお酒

は県でも龍力と一、二を争い、全国で何度も

金賞を取っているそうで、淡路島で７０％の

シアーがあるとのことです。皆さん何杯も試

飲していました。(運転手以外)それぞれに好

きなお酒をお土産に（Ｍさんは７本も買われ

ました。） 

恒例の温泉(東浦花の湯)で汗を流し帰路に

着きました。明石大橋にレインボーの電気が

点灯していました。 
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六甲六甲六甲六甲全縦全縦全縦全縦トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング    

    

日  時 ：２月１９日（日） 

参 加 者 ：L砂川(延)SL 尾越 池田 大瀬 岡本 北村 切貫 嶋澤 須増 関山 高橋 

              多木 本多 松下 三浦 森川 和田  

行動記録：須磨浦公園駅 6:20～須磨浦遊園 6:45(6:50 発)～高倉団地 7:30（7:33 発）～横尾山 

         8:07～須磨アルプス 8:20(8:30 発)～妙法寺 9:10(9:15)～高取山 10:10(10:20 発) 

～丸山・登山者のトイレ 11:00(11:05 発)～神鉄鵯越駅 11:08～菊水山下チェックＰ  

11:25～菊水山下ベンチ 11:46(11:51 発)～菊水山 12:20（12:33 発）～鍋蓋山 13:33 

         (13:43 発)～大竜寺前 14:10～市ケ原 14:23（14:31 発）～学校林道分枝 15:20（15:25） 

         摩耶山 16:02(16:18 発)～三国池南東屋 17:10(17:15 発)～記念碑台 17:40～ガーデ  

ンテラス 18:07(18:18 発)～一軒茶屋チェックＰ19:00（19:11 発）～大平山下 20:31 

～大谷乗越 21:00～塩尾寺 21:49～塩尾寺ゴール 22:00～宝塚駅 22:24 

 

★ 六甲全縦六甲全縦六甲全縦六甲全縦トレトレトレトレにににに参加参加参加参加してしてしてして    

岡本岡本岡本岡本    

今日は、以前会におられたという方１名を

含め１８名の参加です。私は、昨年のトレに

引き続きこれが２回目のチャレンジでした。 

  昨日雪が降ったので心配していたが思って

いた通り、おらが茶屋あたりから下りの凍結

に非常に悩まされました。おそるおそる歩い

てもすべってしまう。時折、ばたっという誰

かがすべっている音も聞こえてくる。終電ま

でに宝塚までという時

間制限がある中、スロ

ーペースをよぎなくさ

れ、寒さも厳しく非常

に大変な行程となった。 

 高倉台の４００階段、

高取山、菊水山、鍋蓋

山、摩耶山、難所がわ

かっている分、去年より気持ちが楽である。

といってもハードな難所が次から次へとでて

くるので体力と気力を全力でふりしぼりきら

ねばこなせない。特に摩耶山の長い登りが最

大の難関である。登れるかなとぼやいてたら、

Ｍさんが大丈夫とすかさず後ろから声をかけ

て下さり、サポートをありがたく感じました。

今日もたくさんの方とのふとした会話で、元

気をいただき、会で歩くことのありがたさを

いっぱい感じさせていただきました。  

六甲ガーデンテラスに着いたころには、真

っ暗になっており、最高の夜景が目の間に広

がりました。ヘッドランプを装着して、又こ

こからも、もくもく歩き続けました。歩いて

も歩いても道ばかりでゴー

ルがなくきつかったです４

８km。本当寒くて怖くて過

酷で大変でした。 

今回は５名の方がリタイ

アされた。それだけ全縦は

過酷なんだと思い知らされ

ます。このハードルの高い

所が全縦の魅力であったり、目標となる所以

ではありますが、通常の山行と違って、別世

界で急に高すぎるよな～とつくづく思う。 

リーダーをはじめ、そんな過酷な１日をご

一緒していただけた１７名の方に感謝致しま

す。ありがとうございました。 
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ひとくちひとくちひとくちひとくち感想感想感想感想    

池田池田池田池田    

夜の凍った山道ハイクはスリル満点でした。３回も転んだし…貴重な体験でした。六甲山頂の

夜景は超豪華版でしたが…１６時間は正直キツかったです(T ヘ T) 

  

笠形山笠形山笠形山笠形山    

日  時 ：１月２９日(日） 

参 加 者 ：L上田 SL西村 狩集 蔵田 武田 坂田 森永 

行動記録：山電高砂駅・JR 宝殿駅 8:00 出発→グリーンエコー笠形 9:00（9:15 発）～キャンプ 

場 9:30 ストレッチ(9:40 発)～扁妙ノ滝 10:00(10:05 発)～滝見台 10:20(10:25 発)～ 

５合目 10:55（11:00 発）～笠形山頂上 12:05（12:50 発）～５合目 13:40（13:45 発）

～キャンプ場 14:35～グリーンエコー笠形入浴 15:00（16:10）解散 

 

★ 素晴素晴素晴素晴しかったしかったしかったしかった扁妙扁妙扁妙扁妙のののの滝滝滝滝        

森永森永森永森永    

何十年ぶりに行く笠形山。どのように変わ

っているか?なかなか行けなかったが、やっと

実現。娘の時は、神社横から登っていたので

扁妙の滝は、気付かなかった。グリーンエコ

ー笠形で２月６日から毎日滝の写真が壁に貼

ってあった。昨日は滝の中央部が余り凍って

なく岩肌が見えていた。９時登山、１合目～

３合目までは、比較的急な登り。途中滝があ

ったが、凍ってなかった。上田さんが「水量

が多いと凍りにくい」と教えて下さった。そ

こから少し行くと扁妙の滝、なんと滝全体が

凍っているではありませんか。その迫力に感

激「雪が少なくこんな滝を見るのは初めて」

と上田さん….写真を撮り少し登ると滝見台

があり、そこからは滝の上部から見え、下か

ら見るより大きな滝でした。滝を眺めている

と青空で周りの木に雪もないのにキラキラと

下から湧き上がってくるものがありました。

「これは、きっとダイヤモンドダストね」と

しばらくその幻想的な景色を楽しんだ。そこ

から中腹を巻いて進むので平坦な道。途中昨

年の台風で倒れた倒木が多く有り 「県民税

で緑の整備をするため８００円取っているの

になかなか手が付けられないなぁ」と上田さ

んが言われた。６合目～頂上は、また急な登

り。１２時頃頂上に着き昼食。着いた時は、

下の村が見えていたのに雪が舞い始め温度計

が０度を指していた。写真を撮り、下りはア

イゼンを付け歩行訓練をした。素足より滑り

にくく歩きやすかった。１５時エコー笠形に

帰ってきました。ゆっくりと湯船に浸かり冷

えた体はポカポカ…７名で、まとまりやすく

楽しい山行でした。皆さま有難う。 



11 

八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳    スノーシュースノーシュースノーシュースノーシュー（（（（北横岳北横岳北横岳北横岳、、、、縞枯山周辺縞枯山周辺縞枯山周辺縞枯山周辺とととと蓼科山蓼科山蓼科山蓼科山、、、、入笠山散策入笠山散策入笠山散策入笠山散策））））    

日  時 ：２月２５日(土)～２７日(月） 

参 加 者 ：L砂川(延) SL 西村  池尻 大石 大谷 蔵田 砂川(美) 瀬尾 田羅間(易) 

巻藁 舛賀 三木(悦) 渡邊(俊) 

行動記録： 

2 月 25 日(土）：山陽高砂駅 8:30 発－JR 宝殿駅 8:45－JR 加古川駅 9:00－三木 SA9:56－多賀

SA11:30(12:10 発)（昼食）－駒が岳 SA14:30（14:57 発）－伊那 IC経由高遠 15:30

（15:40 発）－「すばる」17:10 

2 月 26 日(日）：「すばる」8:30－入笠山・富士見パノラマスキー場 10:20－ゴンドラリフト山麓

駅 10:45－山頂駅 10:55（11:25 発）～入笠山頂上 12:30（12:45 発）～ゴンドラ

リフト山頂駅 13:10（13:40 発）－山麓駅駐車場 14:50～「すばる」着 16:30 

2 月 27 日(月）：「すばる」8:30～ピラタスロープウエイ山麓駅 9:00～ピラタスロープウエイ山頂

駅 9:10(9:25 発)～北横岳ヒュッテ 10:05(10:05 発)～北横岳頂上 10:25(10:30

発)～北横岳ヒュッテ 10:40(10:50 発)～ピラタスロープウエイ山頂駅

11:25(11:40 発)～「すばる」12:00(13:00 発)（昼食）－宮坂醸造 14:20（14:40

発）－諏訪 IC14:55－諏訪湖 SA15:00（15:10 発）－駒が岳 SA15:30－恵那峡

SA16:10（16:20 発）－養老 SA18:00（18:30 発）（夕食）－三木 SA20:20（20:30

発）－JR宝殿駅 21:25－山陽高砂駅 21:40 

 

★ 満喫満喫満喫満喫したしたしたした八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳・・・・スノスノスノスノートレッキングートレッキングートレッキングートレッキング    

三木三木三木三木    

山行の日が近づくにつれ、心ここにあらず、

毎日雪の八ヶ岳を想っていました。 

出発日：雨・・・明日から晴れるのを願い、

桜の名所高遠城跡経由で、八ヶ岳・山麓へ向

かいました。標高１７００ｍの蓼科高原・ピ

ラタスの丘に建つ宿、Ｌの知人が経営する素

敵なペンション「すばる」に到着、そこはも

う白銀の世界です。ここから私の三日間の感

動が始まりました。  

 

 二日目：曇り、冨士見パノラマリゾート・

ゴンドラ山頂駅（１７８０ｍ）からスノーシ

ューで、入笠山（１９９５ｍ）へ登って来ま

した。ゴンドラから見える八ヶ岳連峰に感激

し「わぁ～凄～い」思わず歓声が上

がりました。 

頂上で冨士山が見えなかったのが

少し残念です。でも、スノーシュー

で入笠山に登れたので大満足。平地

ではスッーと滑らしパフパフと踵を

あげて歩くスノーシュー、初めて体

験しました。歩き難いのではと、心

配したが意外と大丈夫、いつもより、

下を気にしなくていいから景色も見

られます。登りはちょっと苦戦した

が、下りの急斜面では遊び心満載の

Ｌに続き、お尻滑りをして楽しんで
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きました。 

 三日目：やった～！快晴です。朝一番（９

時）のピラタス蓼科ロープウェイで坪庭へ、

車窓からは、日本三大アルプスの大パノラマ

が目の前に広がります。夢のようです。 

山の名前を教えてもらいながら空中散歩、ど

こを見ても山・山・山、雄大で素晴らしい風

景です。山頂駅到着、一面がキラキラ光り、

雪の白と空の青のコントランスがとても美し

く、樹氷や海老の尻尾も出来ていました。雪

山の自然美を堪能しました。 

ここでも駅付近は、スキーヤーとボーダー

がいっぱい、私達はアイゼンを付けてスノー

トレッキング、アイゼンを付けて長時間歩行

も初めてですが、事前トレのおかげで、なん

とか歩けました。坪庭～北横岳登山口へ、そ

こから樹氷のトンネルをぬけながら北横岳南

峰（２４７２ｍ）に登頂、３６０度の展望、

頂上の風の冷たさ寒さは一級品でした。写真

撮影だけして急いで下りてきました。予定通

り１２時に宿に戻り、昼食につきたての餅入

りぜんざいを頂きました。身体が温まりホッ

トしました。美味しかった～！ 

 滞在中「すばる」の食事はとても美味しく、

二晩、ワインとお酒で乾杯！二日目の夕食に

はサプライズで Iさんの wedding 乾杯！皆で

祝福しました。 

 今回、初めて雪上の山行に参加して本当に

良かった。スノーシューで入笠山、アイゼン

で北横岳に登れた事に感激し、雪上を歩く楽

しさを知りました。何よりのアルプスの雪景

色に感動しました。人と人のつながりの大切

さも改めて感じました。 

山行を計画し、そして長距離運転して下さ

ったＬに感謝します。本当に有難うございま

した。寒い中、Ｌと一緒にタイヤチェーンの

着脱作業して下さったＭさん、Ｗさん有難う

ございました。お疲れさまでした。参加した

皆さんお世話になりました。 

 

 

 

明神山明神山明神山明神山    

 

日  時 ：２月２６日(日) 

参 加 者：L上田 SL 須増  足立(光) 金島 小山 澤田(卓) 瀧原  

中嶋 野村 長谷川(孝) 

行動記録：山電高砂駅・JR 宝殿駅 7:55→夢のさと駐車場 8:55(9:20 発)～大明神コース入口 

9:55～明剣岳 10:27 休憩(10:50 発)～三角点山(343m）11:05～五郎山(550m） 

12:27～小明神山(620m）12:43～明神山(668m）12:58(13:51 発）～八合目 14:02～ 

六合目 14:22～五合目 14:32～観音滝 14:50 休憩～岩屋池 15:04～駐車場 15:10 

 

★ 姿一番姿一番姿一番姿一番のののの「「「「播磨富士播磨富士播磨富士播磨富士」」」」明神山明神山明神山明神山にににに登登登登るるるる                                                

上田上田上田上田

夢前「夢のさと」の駐車場から真北に明神

山を仰いで出発、登山口の案内板を見過ごし

て右往左往のあと登山道取りつきの急斜面を

よじ登って尾根の先端に立つ鉄塔について一

息入れる。最初のピーク、明剣岳を巻くよう

に登って、ここから明神山の北東６００ｍ程

にある五郎山（５５０ｍ）からのびる大きな

尾根に乗って北に向かって進む。小さなピー
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クのアップダウンを繰り返して１１時に３４

３ｍの三角点山に着く。 

 出発前に地元の人であろうか明神山に足繁

く登っている人から「猟期は終わったが、鹿

の駆除のために猟師が入っているから気をつ

けよ」と聞いていたし、犬の声が聞こえたり

するので休憩場所も「登山者だとわかっても

らえるところ」をと、普段にない神経を使う。

三角点山からは鉄砲岩、たぬき岩、衝立岩と

続くが、前日の雨で濡れていることも加わっ

てこの岩場の通過がなかなか厳しい。尾根に

乗ってアップダウンを繰り返して  いるが高

度はあまり上がっておらず、衝立岩を下った

ところでは３００ｍくらい。ここからしばら

く登りが続き五郎山に１２時過ぎ着、しばし

休憩。昼食は少し遅くなるが明神山でするこ

とにして、方角をかえて尾根上を南西に進む。

明神山は目の前に見えてはいるが、まず急傾

斜の小明神をこえ、山頂下の岩場をつめて１

３時ようやく明神山に登りつく。 

 山頂は３６０度の展望が楽しめる。空は雲

に覆われてはいるが午後の陽射しがあるのか

東方の七種山や七種薬師がよく見え、その後

に笠形山が大きな姿を見せていた。 

 気温は低かったが、昼食時間をたっぷりと

ってＢコースを下山する。この下りも急傾斜

で厳しく、いっぱい張りめぐらされたトラロ

ープの助けを借りて慎重に下る。Ａ・Ｂコー

ス共通の尾根を下った後、Ｂコースは尾根か

らはなれ岩屋川に沿って谷を下る。一枚岩の

「長滑ら」をすぎて丸太を組み合わせた橋を

渡ると林道に出てようやく緊張がとける。 

観音滝に立寄ったあと岩屋池から明神山を眺

める。播磨地方にも高御位山、笠形山、妙見

山など○○富士と呼ばれる山はたくさんある

が、この山が「姿一番」といわれる由来はど

の方向から見てもきれいな富士山形に見える

からであろう。 

 傾斜がきつくなかなか厳しい山で、登山口

を見落とすなどいささかたよりないリーダー

だったがみんなの協力で１５時過ぎに無事下

山、夢やかたに寄って帰路についた。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

鉢ヶ峰  尾道散策 

                           

日  時：１月９日(月・祝） 

参 加 者：La 上田   SLa 澤田(律) 阿蘇 足立(美）河合 小山 砂川(美）竹内 水上  

          Lb 砂川(延）SLb 待場     井上 大谷 狩集 澤田(卓）瀬尾 武田 長谷川(易）森永 

     Lc 尾越    SLc 和田   内海 金島 切貫 塩津 瀧原 野村  

行動記録：ＪＲ姫路駅 6:35 発―万富乗換―糸崎駅 9:48～鞆鉄バス糸崎駅前 9:54 発―赤石 

10:10～登山口付近(ストレッチ)10:15(10:25 発)～中休大師堂 10:40～清水堂 

10:45～奥の院本堂 11:00(11:15 発)～鉢ヶ峰頂上(昼食)11:25(11:50 発)～ 

御山公園 12:30(12:35 発)～糸崎神社 12:55～ＪＲ糸崎駅 13:15(13:21 発)― 

尾道駅 13:30～散策（3時間）～尾道駅 16:32 発（現地解散） 

 

★ 鉢ヶ峰  尾道坂の街 

                        武田  

憧れを持っていた尾道  いざ歩くと 何と

大変な事か!? 

細く急な坂道を歩き､赤い幟の地蔵様の登

山道へ入って行くと八十三､八十二･･･と沢山

の地蔵様に迎えられた。寒さも嘘の様に、汗

が噴き出る体に心地良い風が通り抜ける。 

「清水堂」の水場で一息つき、観音寺で鐘

楼を打ち鳴らすと瀬戸に浮かぶ島々に春を告

げている様に思われました。「のどかなり、ゆ

たりゆたりと、瀬戸の海」を眼下に、鉢ヶ峰

山頂にて、何時も乍の楽しいランチタイム。

下りは落葉に埋もれた急な登山道をロープを

伝って、滑らない様にと思いながらも又、恒

例の滑りポーズを披露してしまいました。 

賑々しく「尾道駅」に下車、マップを手に

千光寺へ。え～～階段上るの？もぅーいや～

と思いながらも、趣のある景色に文学碑に魅

せられて頂上へ・・・ロープウェイのお世話

で下山。 

尾道ラーメンに気がはやる。少し油っぽい

が麺が美味しい！林芙美子記念喫茶店にてコ

ーヒーでお疲れ様をする。まさに「青春切符

で青春」を満喫した一杯感謝の小旅行山行で

した。 

お世話にな

り、ありがと

うございまし

た。 

 

 

 

 

山行報告 

 

 



 

熊山 

 

日  時；１月１２日（木） 

参 加 者；L渡邊（俊）SL 砂川(延） 大谷 小山 佐々木 多木 瀧原 藤田（文） 

松下 水上 和田 巻藁  

行 動記録：姫路駅発 7：16⇒8：43 香登駅(ストレッチ）9：00～登山口 9：10～熊山遺跡 

11：00〔昼食〕11：35(発)～熊山神社 11：50～下山口（ストレッチ）12：50     

(13：10 発)～万富駅 13：45(14：20 発)～〔工場見学〕キリンビール 14：25     

(15：55 発)～万富駅 16：00(16：05 発)⇒姫路駅着 16：48 解散 

 

★ ビールを飲みに、山越えて（備前、熊山）        

佐々木

山の名前は熊山。越えて行く先はキリン

ビール岡山工場。熊山という名前には、ど

ちらかというとドブロクが似合うと思う

が・・・などと思いながら、宝殿駅に向か

う。ホームに雪がちらつき、ますます、ド

ブロクだよねこれは。赤穂で乗り換え香登

へ。香登駅は、無人駅だが、駅前には広場

がありロータリーがある。ここで、準備体

操。新幹線沿いに西に進み、防獣柵をくぐ

って、二之樋の尾根の突端より取り付く。 

 里山の落ち葉の道で、足への感触が柔ら

かく気持ちよい。道端に（合目でなく）  

“丁目”の石の標柱がある。尾根筋のはず

だが雑木林で景色は見えない。１０丁目の

標柱付近（１６２ピーク近辺？）で、道か

ら左にはいると展望が開け、眼下に吉井川

の蛇行した流れと坂根堰が見おろせる。風

はなく冬の日差しが心地よい。この天候な

ら、ビールも良いかもなどと気持ちは先行

する。道中に数カ所のピークがあったはず

だが、気付かぬうちに通過。削り丸太の幅

の広い整備された階段の道となり瀬戸内海、

小豆島、四国を一望出来る展望台に到着。

広場にある管理棟の中で昼食を食べる。山

の上で昼飯を、登山靴を脱ぎ座布団にあぐ

らで食べるのは初めての経験でした。 

 昼食後、マヤのピラミッドのような石積

みの熊山遺跡を横目で見ながら、熊山神社

に向かう。 

なんと、狛犬が陶器で出来ている。参拝後、

門松の飾られた鳥居の前で記念撮影。 

 一路、ビールが待っている下界へと向か

う。途中、龍神山と思しき辺りで視界が開

ける。 

蛇行する吉井川の河川敷に、何かのコー

スらしいものが見える。（万富の駅前の案内

図によるとラジコンのサーキットとの事。）         

弓削に下山。広場でクールダウンのストレ

ッチを行う。 

広場の先の靴屋さんに寄り“靴の手入れ

法等”の話をうかがう。非常に参考になり

まし

た。 

 万

富駅

で、

工場

見学

のバ

スに乗り込みビール工場へ。最近の食品工

場は、何処も綺麗（案内してくれる人も綺

麗）ガラス張りの通路からの見学で、音も

臭いも無し。缶コーヒーも醤油も皆同じ。

違うのが、待ちに待った”試飲”。泡の肌理

が細かく、さすがに美味かった。見学を終

えて、バスで万富駅に。万富駅から相生駅

まで酔いがまわって熟睡。相生駅からも熟

睡。気が付けば姫路でした。（ビールを飲む

のに寒くない）天候に恵まれて楽しい山行

でした。

 



 

御津アルプス（嫦娥山・雄鷹台山） 

 

日  時 ：１月２２日（日） 

参 加 者 ：La西村SLa澤田(卓)   阿江 池尻 大石 岡本 狩集 小山 塩津 砂川(美) 

                  多木 開 三木(悦) 

     Lb 砂川(延)SLb 澤田(律)足立(美) 臼井 大谷 金島 蔵田 坂田 瀬尾 

                武田 長谷川(孝) 平山 水上 

行動記録：宝殿駅 8:45 発―室津魚港 9:30～登山口 10:25～嫦娥山 11:25（12:05 発） 

鳩が峰 12:35～雄鷹台山 13:20(13:25 発)～大浦分岐 14:05～五六見山 14:55 

(15:00 発)～アンテナ山 15:37（15:45 発）～柏公園 16:05～室津漁港 17:30 発― 

宝殿駅 18:30 

★ 御津アルプス縦走＆室津散策 

                            三木 

相生～御津の東西を走る山脈・御津アル

プスを今日は室津港近くから嫦峨山に登り

縦走するコースです。播磨灘を眺めながら

の山歩きを楽しみにしていました。心配し

た雨も上がり、参加者２６名満席のバスで

室津へ向いました。 

たつの地方は、午前濃霧の予報通り、靄

に包まれた山並みがとても美しく幻想的で

した。 

港で、今日のもう一つの楽しみ、“魚魚市”

の手作りお弁当をもらい、広場でＭさんの

号令のもと丁寧なストレッチをして登山準

備完了です。 

港近くの登山口から、まず嫦峨山を目指

します。大浦湾を隔てて見る嫦峨山は稜線

が美しく、谷崎潤一郎の小説『乱菊物語』

に出てくるロマンの山、らしいが・・・登

山道はいきなり荒れた竹やぶの急坂で、雑

木林も落葉が濡れて歩きにくく、ロマンの

文字は、いつのまにか私の頭から消えてま

いした。漁港や街が見える絶景ポイントを

過ぎたら、笹や雑木に囲まれた嫦峨山の山

頂に到着しました。山頂で食べた特製のお

弁当がとても美味しかったです。 

昼食の後は嫦峨山を下って、下って、下

って・・・鳩が峰へ下りてきました。峠で

は歴史を感じさせる石垣や室津街道の説明

板もあり、少し歴史の散策をしました。木

製の手作り風車、看板＜室津街道＞も趣が

あって良い感じです。鳩が峰～御津アルプ

ス最高峰の雄鷹台山（３１０．６m）～五六

見山をピストン～柏登山口までの縦走路は、

小さなピークながらアップ・ダウンの繰り

返しが結構きつかった！それでも数ヵ所あ

る展望ポイントからは、幾つか浮かぶ家島

諸島の島々や、遠くには小豆島も見え美し

い景色を楽しむ事ができ、どのポイントか

らも絶景で、穏やかな瀬戸内の海が風にゆ

れ美しく光っているのが印象的でした。ア

ンテナ塔ピークからの下りは路迷い？と、

ひやりとしましたが、無事、柏公園に下り

て来ました。 

下山後は、「御津める室津観光ガイド」の

バッチを付けた柏山さまの案内で、一時間、

室津の街を散策しました。文化財指定の賀

茂神社の歴史や建造物、江戸時代シーボル

トが訪れ播磨灘の景色を絶賛した場所や、

三つの唐荷島の事、等々・・・歴史ある室

津の街をとても分かりやすく説明していた

だきました。（皆さん歴史が好きですね！ 

 



 

縦走の疲れも見せず熱心に聴いていまし

た。）散策後は港で牡蠣や海産物のお買い物

タイム。お土産に買った殻つきの牡蠣が 

“プリプリ”でとても美味しかった！御

津・室津の山・海・歴史にふれた充実した

山行でした。

 

雄鷹台山 （赤穂市） 

日  時 ：１月２９日(日） 

参 加 者 ：La 砂川(延）SLa 澤田(律) 阿蘇 池尻 臼井 武田 野村 森永 渡邊(俊) 

     Lb 和田   SLb 中嶋   足立(美) 内海 澤田(卓) 瀬尾 瀧原 長谷川(易) 

行動記録：高砂駅北 8:00－宝殿駅北 8:15－坂越駅 9:25～登山口 9:35～後山頂上 10:17 

           (10:40 発)～雄鷹台山 11:05(11:45 発)～大師堂 12:10～赤穂駅 12:30－唐船山

12:53－かんぽの宿 14:10－坂越散策 15:40－宝殿駅 16:45－高砂駅 17:00 

★ 赤穂 雄鷹台山から唐船山へ、そして坂越散策 

          足立 

今日は、先週山行の「御津アルプス 雄

鷹台山」と同じ名前の「赤穂市の雄鷹台山」

に登ってきました。「みなと観光バス」で赤

穂の手前の坂越（さこし）駅前下車。入念

なストレッチ後、徒歩１０分程で「高山・

雄鷹台山登山口」です。標高２５１．１ｍ

の「後山」へは道幅狭く最初から結構急登

で、途中で、横倒しのまま放置された車両

に出くわしました。そこまでどうやって走

ってきたのかも不思議ですが、冒険には失

敗した様です。その後、目の前に、山が半

分に切り裂かれた様な、土と岩が剥き出し

の防火帯の急登が現れました。２度目の防

火帯急登の後、さらに進むと「後山頂上」

です。後山の三角点からは、坂越の田畑や

町、その先には緑の帯のような千種川、坂

越浦と生島が見事に見晴らせます。「スタジ

ィ」等の木々に挟まれた防火帯の景観をく

ぐり抜けて雄鷹台山山頂（標高２５３ｍ）

でお弁当です。程よい山行で皆で頂くお弁

当の美味しくて楽しい事！！そして下りは

両脇にはドウダンツツジ、眼前には赤穂の

街並みのパノラマを見下ろしながらの下山

です。坂越から赤穂へのルートが大成功で

した。 

 次に赤穂駅で迎えてくれた「みなと観光

バス」で赤穂海浜公園の先端に有る「唐船

山（からせんやま）」へ。県下最低峰の高さ

１９ｍです。沈没した唐船の上にできた山

と言い伝えが有るそうですが、歩くと不思

議、足元がボコボコと共鳴する感じなので

す。頂上では女性陣揃ってジャンプして、

音を鳴らして来ました。山頂からは唐船サ

ンビーチが直下に見渡せます。最低峰を踏

破出来たことも今日の大収穫でした。 

 その後「かんぽの宿 赤穂」でポカポカ

に温まって、坂越の４００年の老舗蔵元「奥

藤酒造」の「郷土館」で江戸時代の酒造道

具や廻船の資料を見学した後、地酒「忠臣

蔵」やにごり酒のお味見をして益々ポカポ

カに。赤穂藩主専用休憩所「旧坂越浦会所」

では赤穂段通や藩主のお昼寝部屋も見学し

て、帰路「しおさい市場」で海の幸のお土

産も買って、山も海も楽しんで、家に戻っ

てからはお土産の殻付き牡蠣で再び赤穂を

満喫して、幸せいっぱいの一日でした。 

 リーダー和田さんを始め皆々様、今日も

お世話になりました。本当に本当に有難う

ございました。 

 



 

摩耶山から徳川道、トエンティクロスへ 

日  時 ：２月２日(木） 

参 加 者 ：L砂川(延) SL 和田 大谷 砂川(美) 瀬尾 多木 開 藤田(宏) 森川 渡邊(俊) 

               澤田(卓) 澤田(律) 巻藁 瀧原 

行動記録：新神戸駅（10:00 発）～熊内八幡（ストレッチ 10:18 発）～雷声寺（衣服確認 

10:25 発)～東山分岐点 10:55（発 11:00）～天狗道合流点 11:25～摩耶山掬星台 12:25

（昼食 13:00 発）～徳川道～森林植物園入口 14:05（14:15 発）～トエンティクロス 

     ～桜茶屋 15:00（15:10 発）～みはらし小屋 15:35（ストレッチ）解散 

★ 冬の摩耶山                      

瀧原 

大寒波到来で、厳しい冷え込みである。

前日、リーダーの砂川会長さんから摩耶山

上の天気情報をメールで知らせていただ

いた。中止かなと思っていた私は「雪景色

の六甲もいいのでは・・・」との言葉に、

「よし、冬山を楽しもう。」と心を決めた。 

 新神戸では雪のため電車が遅れたので

１０時に出発。学校林道から登るルートは

初めてである。住宅地を通り熊内八幡神社

でストレッチ。雷声寺の何段もの石段を上

り詰めたところから登山道へ入る。その前

に衣服調整。迷った末、いつものように上着

を脱いだ。これが甘かった。 

順調に歩いていたが、風が強くなってきた。

ゴーッゴーッと怖いくらいに唸っている。林

の中を歩いているのでまだ、それほど寒くは

ない。徐々に風が冷たく染み込むようになっ

た。２回目の調整で急いで上着を着た。服の

合わせ方は難しい。神戸の街から明石海峡大

橋まで見えるビュースポットでは普段なら

ゆっくり眺めているだろうが、今日は風が冷

たいので早々に歩き始めた。天狗道に入ると、

尾根歩きは風当たりがきつい。吹きすさぶ北

風が頬にあたって突き刺すように痛い。岩や

アップダウン、凍てついた雪に難儀しながら、

下を向いて必死に前の人について行った。や

っと掬星台に着いた。誰もいない。山遊会の

ひとり占めだ。周囲は雪景色で、大阪湾の展

望が冴えている。温かい飲み物を口にすると

ほっとした。ふと見ると１羽のスズメが柵の

上に飛んで来て、こちらを向いてしきりに口

ばしを動かしている。澤田さんがご飯をほっ

てやると、すぐにスズメは降りてきてそれを

ついばんでいる。目の前でついばむ仕草はな

んとも可愛くて、スズメから歓迎のプレゼン

トをもらったような温かい気分になった。 

道の凍結を考慮して、徳川道から下る。「体

を温めて」リーダーの指示に、しっかりとス

トレッチをして出発。車道を歩き、山上寺を

過ぎた辺りから徳川道へ入る。徳川道は谷あ

いを通り整った道で歩きやすく、風が吹き付

けずに暖かい。先人は条件のいい所に道を開

いている。周囲を眺める余裕が出て、谷川に

５０㎝ほどのつららを見つけたときは、何年

かぶりなので嬉しかった。道には一面に凍っ

ている箇所があって、端っこを一足一足歩い

た。錦秋の頃にはにぎわいを見せていた市が

原も、静寂に包まれている。小雪がちらつき

始めた頃、新神戸に着き無事、冬の摩耶山山

行は終わった。 

厳しい寒さだったが天気は良く、冬の自然

に触れられた楽しい山行だった。初心者の私

には学ぶ点も多かった。リーダーはじめ皆様

にお世話になり、ありがとうございました。

 



   

 

 

 

 

東北ボランティア（兵庫労山 第 2 次隊）参加報告 

                           

日  時：１２月１日(木）～５日（月） 

参 加 者：大谷 蔵田 

行動記録：1日 大阪（スカイビル）19：30 発 夜行バス 19:30- 

                2 日 仙台着 7：50(9：00 発)－日和山公園 10：55（11：20 発）－鮎川漁港 12：20

－ボランティアセンター－13：00(13：35 発)-小淵浜（作業現場）13：40～ 

16：00（ボランティア活動）16：20 発－牡鹿交流センター-16：30 

（17：25 発）－水沼東部構造改善センター 

3 日 水沼東部改善センター7：00－ボランティアセンター8：00（8：30 発） 

－小淵浜 8：40(11：00 発)－ボランティアセンター－12：00(13：00 発) 

－女川石巻海岸線視察-ボランティアセンター(昼食）15：40 

－牡鹿交流センター16：00(16：50 発)－ボティアセンター18：00(夕食） 

4 日 ボランティアセンター前 9：00-12：00（側溝作業）(道具片づけ)－ホテル壮観  

14：05(15：00 発)－仙台 17：00(19：30 発） 

5 日 大阪着 7：40 

★ 東北ボランティア（兵庫労山 第 2 次隊）に参加して         大谷  

前回は、牡鹿半島の先の金華山に船で渡っ

たので、移動に時間がかかり、作業が少しし

か出来なかったように思う 。 

今回は、ボランティアセンターの近くの小

淵浜の被災地で道路の側溝に埋まった土砂

の撤去、スコップでの土方作業。足を踏み入

れると、なかなか抜けない泥沼化した田畑で

魚網等の瓦礫を撤去し、集積場にバケツリレ

ーで運んだ。この日は雨風の中での作業だっ

た。JTB のボランティアツアーと三重県の高

校生の人たちもバスで来ていて、一緒に作業

したが、思ったほど片付いていない。この様

なところが、まだまだあると思うと、復興に

は相当な時間が掛かるだろうな？ 

少し空いた時間に雨の中、前回と同じ女川

町の被災地を視察して廻ったが、家の基礎の

コンクリートだけが残っている所、半分もが

れて建っている家を見ると思わず涙が出て

くる。少しでも早く生活感のある町、村にな

っていくことを願わずにはいられません。

 

鶴嘴山 

 

日  時 ；１２月３日（土） 

参 加 者；A班 L 和田 SL 澤田(律） 荒尾 池尻 狩集 竹内 武田 

      B 班 L 上田 SL 松下      阿蘇 大石 澤田(卓） 渡邊(俊） 

行 動記録：東嘴崎駅 9：05～古宮天満神社 9：25～屏風岩 9：45(9：50 発)～鶴嘴山 10：35 

      (11：00 発)～ 大正池 11：50～東山公園 12：30～志んぐ荘

12：35(12：45 解散) 

山行報告 



一口感想                                         池尻 

昨夜からの雨で今日の山行は中止だと思ってい

たのが朝になって明るくなってきました。(実は私

晴れ女）あわてて用意をし、出かけました。 

途中少し雨に降られましたが、山々の素晴らしい

紅葉をみながらお昼過ぎには、志んぐ荘に到着。

昼間から温泉に浸かり帰路に着きました。 

 

書写山 

 

日  時 ：１２月１０日(土） 

参 加 者 ：L澤田 SL 西村 足立 狩集 蔵田 小山 砂川(美）瀧原   

行動記録：姫路駅バスターミナル 9:40―刀出 10:17～登山口 10:50～奥の院 11:35～展望台 

     11:50(昼食 12:50 発)～摩尼殿 13:25(13:45 発)～白山権現 13:51～ロープウェイ 

     山上駅 14:32～東坂登山口 15:07～書写登山口 15:08～姫路駅 15:50 

 

★ 久しぶりの書写山 

                                                        蔵田 

書写山は何度かロープウェイ方面から歩いていますが、何十年ぶりでしょう。 

姫路駅よりバスで刀出登山口まで行き、小さなお堂、古墳跡のある広場でストレッチ、そこ

は銀杏の落ち葉が真黄色のジュウタンになっています。 

刀出コースは近畿自然歩道であり近場とは思えない山気分を味わえるいい道です。歩き始め

てすぐ竹林の中に赤い鳥居が見えます。自然のくぐり戸

のような垣根の入り口です。何の建物があったのだろう。

石垣、空間の中にお堂のみでしたが手入れされていまし

た。昔の人の信仰心を感じます。 

１１時５０分頃、少し早いですが展望台でゆっくり昼

食。紅葉はすでに終わっていましたが、観光客も少なく

貸し切り状態です。本殿へと向かいます。大講堂、食堂、

常行堂は「コ」の字型に配置され建物は見事な木組芸術

です。彩色のあせた建物とこの空間はとても、心癒されます。少し脇道より書写山最高峰白山

権現社を踏み摩尼殿へ。参道は少し紅葉を楽しめました。本殿に「永代供養５万円安いな―」

「納骨もしてくれる」「由緒あるお寺やしー」とか現実的な話で盛り上がりました。毎年、田

んぼに描かれる姫路城アートの見える展望台。少し急登な岩場を下り、東坂参道を下山。西比

叡山と言われるだけあって山も深く見どころ満載。スケールの大きさに改めて感動しました。

違うコースをまた、歩いてみたいと思いながらゆっくり、のんびり歩いた楽しい１日でした。 

 

長峰山～摩耶山縦走 

日  時 ：１２月１１日(日） 

参 加 者 ：L砂川（延）SL 和田 青山 小山 嶋澤 瀬尾 多木 大谷 野村 巻藁 松下 

 水上 渡邊(俊）  

 



行動記録：阪急六甲出発 9：05～水場 9：39（休憩 5分）（登山口）9：44(10：15 発)～ 

長峰山 10：59～杣谷峠 11：30 昼食(12：06 発) ～穂高湖 12：18～摩耶山・掬星台

13：05（13：22 発）～摩耶山頂 13：28～旧摩耶の大杉 13：50～行者茶屋 14：20     

(14：25 発)～14：50（休憩 5分）～東山 15：16-ストレッチ（15：25 発）～新神戸

駅（着 15：38）（所要時間 6：33:休憩時間 88 分を含む） 

★ 六甲・長峰山に参加して                           青山  

いろんなコースの六甲に登りたいなと思いつ

つ、参加できませんでした。久しぶりでの参加で

す。晴れてはいたものの当日は寒い朝でした。皆

さんに迷惑をかけずに、付いていけるか心配して

いましたが、阪急三宮駅で瀬尾さんと出会い、ほ

っ ～ と 安 堵 し ま し た 。                                             

阪急六甲のホーム、少し早かったが参加者 １３

名が揃う。 

住宅地のきつい坂道、六甲高校、神戸松蔭女子

学院をぬけて歩くこと３０分のウオーミングア

ップです。寒かったので着込んでいた衣類の調節をして９時４０分、山道に入りました。高低

差があり、きつい山道でしたが、後をふり返ると神戸の街や海を見て、心地よい汗をかきなが

ら、リーダーが同じ歩調で進んでくださいましたので、何とか付いてゆけました。 

長峰山頂（天狗塚）は岩がつまれた６畳ほどの小さな高台塚でした。吹く風は冷たく休む間

もなく早々に下りました。「自然の家のグランドで昼食です～」の言葉に足は速まる。 

陽だまりが見え、暖かそうと着込んだのは束の間でした。持っていたポットの暖かいお茶の美

味しかったこと。トイレをお借りした自然の家で、靴を脱ぐ時の暖かさが、ホ～としたひと時

でした。六甲の空気の冷たさを実感し、１２時過ぎ自然の家を後にして摩耶山に向かう。ケー

ブルや車で来れる掬星台では大勢の方が訪れていましたが、私たちは摩耶山の三角点に立ち、

寺院の焼跡地を下って行く。      寒い日でしたが、歩いて体が温まると、黄葉、緑葉、

紅葉と色さまざまのもみじが目についた。１２月半ばだというのに、谷あいのもみじは日光を

あびて美しくかがやき見事でした。予定通り３時半に下山し、新神戸駅に着きました。初めて、

後の親睦会にも参加させてもらいました。よき天気に恵まれ、美しい紅葉狩りができ、仲間に

加えていただいて楽しい山行の一日でした。 

 

 

多紀連山（小金ヶ嶽、御嶽、西ヶ嶽） 

日  時 ：１２月１７日(土）～１８日（日） 

参 加 者 ：CL 砂川（延）   （途中参加）：水上 

  La 上田     SLa 澤田    荒尾 内海 垣内 坂田(俊）澤田(卓）嶋澤 荘所 瀬尾  

中嶋 西村 和田  

Lb 砂川（延）SLb         青山 井上 狩集 砂川(美) 武田 時井 長谷川(孝) 森川 

Lc 松下    SLc 須増    大石 大谷 尾越 貝塚 小山 長谷川(易） 舛賀 待場    

三木(悦）山本 渡邊(俊) 

 



行動記録：１７日 山電高砂駅、JR 宝殿駅 8:30―JR 加古川駅 9:00―滝野庁舎下 10:00     

   A コース 御嶽口 11:00～登山口 11:30～火打岩ルート合流点 12:00(12:15 発)～大岳寺 

        跡 12:49～御嶽避難小屋 13:26～御嶽頂上 13:30（13:45）～西ヶ嶽 14:45 

         （14:50 発）～藤岡ダム 15:55 

   B コース  大たわ駐車場 11:30～御嶽 12:10(12:50 発)～西ヶ嶽 14:00(14:10)～ 

藤岡ダム駐車場 15:20 

    C コース 大たわ駐車場 11:15（11:37 発）～小金ヶ嶽 12:18(12:40 発)～ 

大たわ駐車場13:17(13:27発)～御嶽頂上14:07(14:10発)～西ヶ嶽頂上14:55 

（15:03）～藤岡ダム 15:50 

     １８日 新たんば荘 9:00―市内散策 9:15 (11:45 発）―山電高砂駅 15:30 

 

★ 納山会に参加して（Ａコース）             

中嶋 

１日目：少し寒いが雲一つない晴天日。８：３０宿泊先のマイクロバスで山電高砂駅を出発、 

ＪＲ加古川駅で宝殿駅からのバスと合流、中途で加東市からの参加者が同乗し多紀連山に向か

う。途中篠山口駅でトイレ休憩。 

私はＡコースを選択したので御嶽口登山口で下車。Ｂ，Ｃ

コースはそのまま通過していった。 

１１：３０、上田さんを先頭に１３名で出発。入山口が分か

りにくかったが、田からおばさん、家からおじさんが親切に

教えてくれる。獣進入防止柵の扉を開け山道を行く。２～３

人が並んで行けるほどの道幅であるが、落ち葉に覆われ滑り

易い。ヒノキ林があり登りが続く。火打岩との三差路で休憩、リーダーより[出発が遅れたた

め休憩時に適宜昼食を取るよう]指示があり、休憩中に弁当を半分食べる。尾根道を登って行

くと鳥居堂跡、次いで大岳寺跡があった。この地は、鎌倉から室町時代にかけての丹波修験道

場の中心地で大和修験道に敗れるまでは隆盛を誇ったと伝えられている。大岳寺跡を過ぎると

急な登りとなり岩場に出た。頂上下の東屋で休憩中残りの弁当を食べる。直ぐ上の東側の峰に

ある石室で若者が一人休憩中であった。２７段変速のマウンテン自転車を担いで来たそうで、

話の中でＢグループが通過したことを聞く。近くにある御嶽山頂は 360°視界で大江山、六甲

山、瀬戸内海、播磨の山、山頂に雪の積もった但馬の山々等が展望できた。ここで全員写真を

撮る。ここより急な下りがあった後またピークへの登りがあり、その後また下りとなる。栗栖

分岐を過ぎると、西ヶ嶽への上りが続いている。だんだん疲れてきたがもう少しとガンバル！ 

この頂上からも 360°の展望が楽しめた。これより藤岡ダムまで下りのみであったが、途中落

葉に埋もれた急斜面の階段があり滑る人が何人も出た。尾根沿いの下り道で、下山道を探索中

にＣグループに追い越された。奥ノ池、藤岡ダムで下山予定の１５：３０を過ぎる。１５：５

０冠木門が有りこの門をくぐり振り返ると“この先藤岡ダム”の大きな文字が書いてあった。

やっと待機中の車に到着、３０分遅れであった。ストレッチ後、３グループ全員が２台のマイ

クロバスで本日の宿泊所[新たんば荘]へ。総勢３６名が４人部屋にそれぞれ分かれる。入浴後、

１８：００より２１：００まで詩吟、和太鼓、カラオケ等余興やかくし芸の華やかな宴会があ

り、部屋で２３：１０まで二次会で盛り上がった後、就寝。 

２日目 ７：３０よりバイキングの朝食。高御位山遊会以外の宿泊客もかなりいた。      

９：００より１１：４５まで篠山市内を自由散策となり篠山城址前で、それぞれのグループに

 



分かれて遊観する。私達４名は、城址跡見学、酒蔵の見学と試飲、春日神社の能楽殿、けやき

工房や土産物屋等を回った後コーヒータイム。昼食は予約注文済みのうどん、そば、釜飯、カ

レーを食べ、玄関先で記念写真を撮る。２台の送迎用マイクロバスに分乗、途中ひまわりの丘

公園で休憩後帰路に着く。帰宅したのは１５：３０であった。楽しい納山会を有難うございま

した。 

 
★ C コース    

大石 

御嶽は、ずいぶん前から行ってみたい山で

した。 

 当日、Ａ・Ｂ・Ｃ３コースに分かれて登る

のですが、一番長いコースに挑戦してみよう

と、Ｃコースに決めました。少々鎖場がある

らしいけど、高低差もあまりないし、なんと

かなるわと気楽に歩き始めました。ところが、

次々と現れる鎖場。またか・・・またーあ・・・ 

「三点確保だ」下りは危ないなあと思いなが

ら、なんとか小金ヶ嶽に登頂です。山頂には

方位盤があり、東の方に雪をかぶった山が見

えました。食事が２０分と短めでしたが、

寒かったのでよかったです。 

 大たわまで戻り、今度はＢコースをた

どります。しかし長い階段が待っていま

した。一段が高いので、参りました。し

んどかったなあ・・・・やっと御嶽につ

いて一休み。まだ先があります。何度も

上り下りしてようやく西ヶ嶽に到着。３

６０°見渡して  ん！！ イイ山並みだ

わ。名前は判らないけどね。 

 さて、これからの下り、下りが怖いのです。

段に傾斜があるし、枯れ葉で見えない。リー

ダーはどんどん下ります。さすが！！ あ

れ・・後ろでドスン。誰かがすべったかな？ 

足元の枯れ葉は藤岡ダム近くまで続いてま

した。面白かった山でした。有意義な山でし

た。 

納山会、翌日の篠山観光も楽しかったです。

皆さん、お世話になりました。 

 

 

 

 

 

播磨地区クライミング（No.４） 山神社 

日  時：１２月２３日(金)      

参 加 者 ：荒尾・本多・松下（高御位山遊会） 

はりま山岳会(1)、明石山の会(2)、神戸中央山の会(2)、北摂山の会(1) 

記  録：陽だまりの木 5.8 ⇒酋長の娘 5.9 ⇒南洋じゃ美人 5.10a ⇒旧きを超えて 5.10a

⇒秋の木漏れ日 5.9⇒色は黒いが 5.10b 

 

 



 

＊ 今年最後のクライミング ＊ 

                             松下 

 午後からは小雪がちらつく中でのクライミングでした。参加会

が５会で合計 9 名、岩に掛けたロープも５本、存分にクライミン

グを楽しめました。参加５会の参加者を見てみると、今回も当会

の参加者が一番多い！来季もクライミングのメンバーが１人でも

増えるといいなと思っています。岩登りの経験を積むことで行く

山が広がりますよ。       

 

三濃山 

日  時：１２月２５日(日） 

参 加 者：La 渡邊(俊）SLa 澤田(律)  池尻 大谷 金島 小山 瀧原 中嶋 森川  

     Lb 上田    SLb 松下 岡本 狩集 澤田(卓）塩津 竹内 野村 蔵田 多木 

行動記録：山電・高砂駅北側 8：00→宝殿駅 8：15→登山口駐車場 9：05(直行組と合流） 

9：20 駐車場発～9：30 羅漢石仏像前～10：10 感状山城跡～11：00(休憩)～11：50 

(休憩)～12：20 三濃山山頂(昼食）12：50 出発～14：20 駐車場着（現地解散） 

＊帰路（希望者のみ）「あかねの湯」入浴 

 

★ 三濃山に登って     

狩集 

今年最後の高御位山遊会の山行です。天気予報では今年一番の冷え込みで、日本海では昨夜

から雪が降っているということです。アイゼンを持ってくるようにメールがあったので、雪が

降るのかもと思い、いっぱい着こんで参加しました。 

予定よりかなり早く羅漢の里の駐車場に到着できました。ストレッチをして、羅漢を見学す

る。大きな岩のトンネルをくぐりぬけると岩壁のくぼみに石仏が肩を寄せ合うように安置され

ていた。素朴な彫りで、誰かに似ていそうな顔が並んでいました。４００年以上前の室町時代

に彫刻されたものらしい。 

 感状山は１３３６年に新田義貞の侵攻に対し赤松氏が城に

立てこもって防戦し、その戦功により足利尊氏から感状を与え

られた事により、感状山とよばれるようになったと伝えられて

います。登山道は良く整備された階段道がほぼ尾根まで登って

いく。石垣が崩れたような所を過ぎ、視界が開けて広場らしい

ところに出る。立て札の説明書きには、Ⅰ曲輪、Ⅱ曲輪と記載

してあったので、はてな？こんな山の上に遊郭があったの？と

思いきや、曲輪とは「とりでの周りを土や石で囲むかこい」の

ことらしい。一つ勉強しました。 

いつもは少し登るとすぐ上着を脱ぎたくなるのですが、とても寒くて感状山に着くまで脱が

なかった。落ち葉のない地面に霜柱が立っていて、じゃりじゃりと音がしました。時折強い風

が吹き抜けました。 

感状山から三濃山までは緩いアップダウンが続き、青々とした羊歯が茂っていたり、マツタ

 



ケの出そうな松林があったりで冬景色の山ながら変化に富んでいました。 

山上の少し手前に求福教寺があった。弘法大師によって建立され、鎌倉時代には隆盛をみた

が、保元平冶の乱で焼失しこの本堂だけが残

ったそうです。人影はみえなかったが、寺は

荒れた様子はなく、地元の方が管理されてい

るのでしょう。ネットで調べると、明治の初

めにこの山頂には１４戸７０人位が生活し

ていたそうで、その後過疎化が進み、昭和５

５年に居住者がいなくなったそうです。  

海が見える素晴らしい景色を毎日見ながら、

つい最近まで人々が生活していたとは、その

生活は厳しいものだったのでしょう。暮らし

を見守っていた赤樫の木が大切に養生され

ていました。 

赤樫の木のそばで、瀬戸内海の海や島を見

ながらお昼の弁当を広げました。 

下りは鍛冶屋川沿いの道をとり、途中に山々を湖面に映した美しい池がありました。落ち葉

と石が混ざって歩くのに難儀しました。川沿いはすっかり冬景色でしたが、紅葉の頃、桜の頃

は美しかろうと思いながら、羅漢の里に戻りました。帰りに「あかねの湯」に入りました。い

つもより時間がたっぷりあったので、ゆっくり湯船につかって、寒さも疲れも癒されました。

計画して頂いたリーダー、ドライバーの方々有難うございました。歴史を感じた楽しい山行で

した。

 
新春トレーニング 桶居山 

日  時：１月３日(火）  

参 加 者：La 須増 SLa 和田     森川 渡邉(健) 大谷 岡本 狩集 河合 北村 山本  

小山 多木 舛賀 清水 

        Lb 砂川 SLb 松下     渡邊(俊) 瀬尾 澤田(卓) 本多 尾越 小野澤(克) 

                      小野澤(由) 池田 添盛 岡村 森田 

Lc 上田 SLc 澤田(律)  内海 塩津 嶋澤 大石 関山 中嶋 長谷川(孝) 藤田 

           巻藁 三浦 荘所 大瀬 

行動記録： 

長尾新池駐車場 9:30～鉄塔下 9:50～高御位山 10:12(休憩)10:20～桶居山分岐 10:55～  

11:20(休憩)11:25～桶居山 12:20(昼食・ストレッチ)12:47-三徳池 14:00(休憩)14:10～

展望台 15:10～長尾新池駐車場 15:50 

 

 

★ 新春トレーニング(高御位～桶居山へ) 

            塩津 

集合場所の長尾新池駐車場に着いて驚いた！例年より車が多い、人も一杯！新会員６名を含

めた４０数名の大所帯で３班に分かれストレッチ後、順次出発する。歩き馴れた山道をトコト

 



コ歩き鷹の巣ピークより少し手前を北西の桶居山方面へ。途中１年前の山火事の爪跡が、まだ

あちこちに残っている所を右に見ながら私には年毎に色々(ライオン、天狗、おさるさん)に見

える人面岩をまいて、お椀を伏せたような桶居山(播磨の槍ヶ岳ともいうらしい)を目指す。 

頂上で全員揃ったが、他班は食事中でごった返し状態だったので、わが班は、そそくさと下

山し鉄塔下で、やっと食事にありつく。例年通りお節の残りとミニミニうどんのお汁とおにぎ

り、食後のコーヒーにホットし健康でこのように山歩きできる日常に感謝する。２０分後別所

中池方面へ降り切り、いよいよ最もつらい百間岩への登りである。途中まで、にぎやかだった

話し声もすっかり聞こえな

くなった。皆もつらいのだろ

う！私は今回で３度目なの

で１つピークを過ぎても、ま

だまだ３つあるんだと肝に

命じて歩いていたので、今ま

でで１番楽に歩けたように

思う。コースの前もっての学

習の大切さが、やっとわかっ

たように思う。 

鹿嶋さんの参拝者を横目

に(元旦に済ませていた)、無

事全員出発点の駐車場に到

着しストレッチ後解散。皆様

お疲れ様でした！ 

元旦のご来光登山とこの新春トレーニングは、習慣になりそうな気配です。 

 

 

★ 楽しめました 

小

野澤 

今回初めて会に夫婦で参加させていただきました。私は高砂の辺りに一年前に引っ越してき

たばかりで、初めての山でとても楽しめました。正直高砂の山は車で走ってみたことしかあり

ませんでしたが、軽く行けると装備も楽々で行き

過ぎました。もともと学生時代、山岳系の部活を

していたので自信があったのですが山はなめては

いけませんね。相棒の水分と足の爪のトラブルで

遅れをとってしまい、ご迷惑をおかけすることに

なってしまいました。会の方に温かいフォローを

受けての完歩となってしまい、今回はとても反省

しました。 

久しぶりにチームで歩きとても楽しかったです。まだま

だ知らない山を歩きたいのでこれから高御位山遊会に

参加させていただくのがとても楽しみです。目標もできたので日々のトレにも励みたいです。これから夫婦

共々よろしくお願いいたします。

 

 

 



 
 

   

 

 

 

小富士山 

日  時：１１月３日（木・祝） 

参 加 者：L 上田 SL 澤田(律) 足立(美) 内海 大石 狩集 澤田(卓) 嶋澤 瀬尾 多木 

                     長谷川(易) 野村 開 藤田 三木(勉) 森永 渡邉(健) 

行動記録：JR 御着駅 9:30→姫路市埋蔵文化センター9:55～10:30→登山口 10：42（ストレッチ） 

10:50→小富士山（麻生山）11:23～35→仁寿山 12：18～51→登山口 13：33（ストレッチ）→

埋蔵文化センター13：50→JR 御着駅 14:15 

★ 勉強になった小富士山登山 

藤田 

 ２年ほど前に、姫路バイパス側から登った小富

士山と仁寿山に北側から登る山行に参加した。 

ＪＲ御着駅集合が９時３０分ですが、最近のＪＲは

良く遅れるので少し早めの９時２分着の電車で

御着駅に着いた。皆同じような思いか、かなりの

メンバーがもう来ていた。御着の駅には滅多に

降りたことが無く、駅前の看板を興味深く見た。

御着城跡や播磨国分寺跡など歴史的に名だた

る名所旧跡の地域であることを、恥ずかしいこと

ですがこの歳になって改めて認識した。定刻に

なり旧山陽道を通りながら、姫路市埋蔵文化セ

ンターへ向かった。行く道すがら豪邸の多い地

域に驚かされる。埋蔵文化センターも素晴らし

い設備。 

 

 

 

 

 

 

 

弥生時代の土器と、割れた土器をつなぎ合わ

せて元の形に修復する現場を３０分ほど見て、

山裾でストレッチをして小富士山に登り始めた。 

いっきに登った。ずっと登りだが、高御位山を

登ることを考えればずっと楽だった。２５分ぐらい

で尾根に出ると、南東の方向にＪＲ姫路別所駅

が見え、その向こうに高御位山が見える。そこか

らわずか歩いて頂上に着いた。頂上に廃寺があ

った。帰って調べて見ると役行者を祭った古い

お寺で華厳寺と言う（飾磨郡西国第壱番札所と

書いた石柱あり）。 

頂上からは姫路市の南西部から高砂市に掛

けての市街地及びこれから登る仁寿山が見える。

小休止後、折角登った山をどんどん下って、ほ

とんど下に降りた地点から仁寿山を目指した。頂

上には沢山のテレビ中

継所がありこの工事の

ための舗装した道路が

あるが、この蛇行した道

を切り裂くようにまっす

ぐに登山道がある。下

ってまた登るのはきつ

かったが約４０分の計画

通りの時間で頂上に着いた。中継局の鉄塔が沢

山あり、山の上という感じではなく、工業地帯の

中にいるような錯覚に陥る。そこを抜け、姫路の

市街が見える場所で昼食を摂った。１１月と言う

のに穏やかな天気で、のんびりとし楽しい昼食

でした。 

そこから一気に下山。若干のアップダウンはあっ

たものの、足取り軽く下山した。今日は弥生時代

を見て、播磨国分寺を知り、歴史の勉強と山登り

の楽しい一日でした。 

山行報告 



  

石鎚山 

日  時 ： １１月１２日(土）～１３日(日） 

参 加 者 ： A 班 L 尾越     SL 松下 金島 切貫 小山 瀬尾 荘所 開   

 B 班 L 砂川(延） SL 待場  垣内 狩集 蔵田 田羅間(易) 巻藁 

行動記録： 

１１月１２日（土） 

山電高砂6:00―宝殿6:15―伊予西条9:15―土小屋登山口11:15昼食ストレッチ11:45(出)

～第１ベンチ 12:25～第２ベンチ 12:40～石鎚神社弥山頂上 14:00 着～14:30(出) 

～第２ベンチ 15:35～国民宿舎石鎚 16:40 着 

１１月１３日（日） 

宿舎石鎚 8:00―瓶ガ森登山口駐車場 8:45 ストレッチ(9:00 出)～男山 9:30～（女山）瓶ガ森

9:45～白石小屋 10:35～駐車場 11:15 ストレッチ（11:30 出）―木の香道の駅 12:40 昼食

(13:30 出）―伊予西条 14:20―宝殿駅 18:20 着 

★ やっと、登れた石鎚山                           金島 

四国伊予の山々は既に冬支度の様子、紅葉

は少し色あせ葉も落とし始めています。１１月１２

日、昨日降った雨はすっかり止み、高い山のて

っぺんは申し分のない青空です。私たち１５名

は晴れて念願の石鎚山登山です。車一台がや

っと通れる狭い道をどんどん進み耳がツンとした

とこで石鎚神社パーキングです。修行の山、険

しい山の前触れが頭から離れず「ここで昼食！」

となっても手に持ったおにぎりがなかなか喉を通

りません。“分け入っても分け入っても青い山” 

歌人山頭火は四国遍路の山に自分の気持ちも

乗せて唄われたとか・・四国は山の深さです。食

事が済むと頭上に秋日を受けながらいざ石鎚山

への出発です。山道はずいぶん綺麗に整備さ

れています。３０分も登ると石鎚山が遠く姿を見

せてくれました。２時間ほどで登る山とは思えな

いくらい遠くに見える目的地です。１０年ほど前、

四国には夫と何度も訪れました。四国８８箇所遍

路旅でした。歩き遍路は辛くてあらゆる交通機

関と自家用車で巡る四国でした。ところが６７歳

の今日はなんとザックを背負って登山です。落

葉を踏みしめて登ります。白装束に地下足袋、

背中にほら貝を背負って登る修験者らしき人に

も出会います。中ほどまで登ると山中に立派な

鳥居が見えてきました。この登山道は弥山に続

く石鎚神社の参道なのです。少し休憩し、水をし

っかり飲んで鳥居の下で２礼２拍手１拝です。山

肌に添う垂直同然の６５メートル鎖に取り付く心

の準備です。“私に登れるか

しら・・いや、登りたい！”落ち

着きません。でもその場所に

着くと何のためらいも無く登り

はじめました。足を掛ける場

所がつかめず、右足左足が

滑ります。絶対に踏み外しは

できないのです。吐く息がで

きず息を止め両腕の力を貯

めながら鎖に懸垂状態で登ります。調子をつか

むと登っていける自分が不思議でした。しっか、

３点支持を頭に置き一歩一歩登ります。少し登

ってはしばらく肩を大きく開いて息継ぎです。腕

がぶるぶる震え鎖を持っている手が外れそうに

なります。鎖の終盤、ここで残っている力を振り

絞り鎖に手を掛け引き上げるとやっと平らなとこ

ろまで上がりました。後は数珠につながった鎖を



  

一気に登ります。 “登れたー”ザックを下ろし土

の上に顔をつけ無事登れたことに胸がいっぱい

になりました。感激。６７歳も捨てたもんやない！

ひそかにガッツポーズです。３の鎖は私にはとう

てい無理、後はゆっくり弥山に登ることでした。

あこがれていた石鎚のてっぺんに着いたのは午

後の２時前、意外にも予定通りの到着です。嬉

しくて四方八方に最敬礼し感激の挨拶です。遠

く山並みを見ながら今年も多くの山に登ったこと、

元気でいることを噛み締めました。 

１１月１３日、今日も山行。霧が立ち上る中、ゆ

っくり登っていくと目の前がぱっと開き、山一面 

がグリーンです。背丈の低い熊笹が山肌を覆っ

ているのです。風になびく姿はなんとも優しい。

昨日、石鎚山から見た黄緑のビロードを張った

ような山はこの瓶が森だったのです。ほほを撫で

る風が本当に気持ち良い。「そうだ！この感触は

奈良の大峰山に登った時の感触」瓶が森の山

から遠く霞む石鎚山を眺めます。所々に千手観

音のように腕を張った松ノ木を抜け瓶壷に到着

です。滴る水をおなか一杯飲んで今回の石鎚

山登山をあとにしました。山と山仲間に心から感

謝です。ありがとうございました。

 

播磨地区クライミング 

日  時 ： １１月２６日(土） 

参 加 者 ： 砂川(延) 本多 和田 松下 （他山岳会６名） 

★ いきなりの遅刻                 本多                              

１１月２６日晴天。交流クライミングに２回目の

参加をしました。今回は加西市の古法華。出か

ける前に仕事につかまって、いきなりの遅刻で

す。その上渋滞にもつかまって１時間遅れで到

着！岩場に着くともう始まってる～。はりま山岳

会の岩崎さんが笑顔で「駆けつけ３本行きま

す？」･･･って、いやいやそれは許して下さい。 

 この岩場は一番簡単なルートだと後ろから歩

いて登り、ロープをセットできます。松下さん、和

田さんも登って、ビレイして･･･。課題としては

5.9～5.10b くらい？まだいまいちトポ図（ルート

図）の見方が分かりません。 

 締めの課題は、本日の最高難度。まともにこな

せたのはロープをセットしてくれた岩崎さんのみ

で、わたしはというと･･･下から押し上げられるは

無理やりグイグイ引き上げてくれるはとっても情

けないクライミングになりました。しかも意地にな

って途中で降りず、次の日もクライミングがあるこ

とも忘れて腕が完全にパンプ。足も限界。古法

華のゲレンデはトイレも近いし、また登れることを

楽しみにしています。山遊会の参加メンバー、

他山岳会のメンバー、ありがとうございました！

 

妙見山 

日   時：１１月２０日(日） 

参 加 者：La 待場    SLa 澤田(律)    足立(美) 金島 河合 中嶋 舛賀 森永 

       Lb 砂川(延) SLb 渡邊(俊)   内海 狩集 澤田(卓) 多木 関山 竹内 和田 

行動記録：JR 宝殿駅 7:45 発―那珂ふれあい館 8:50～東山古墳を見学～那珂ふれあい館 10:05 

～東山側登山口 10:20～三合目 10:30～六合目 11:00～展望台 11:15(11:25 発)～ 

八合目 11:30～消防署小屋～妙見山頂 11:45（12:30 発）～牧野側登山口 13:40～ 

牧野大池 13:55(14:15 発)―根日女の湯 14:45(15:45 発)―ＪＲ宝殿駅 16:25 

★ やっと登れた「妙見山」                           内海 

私にとっては初めて登る山であるが、多可町

に来るたびに一番に目に飛びこむ山である。町

役場から国道 427 号線を北上して加古川支流

の杉原川を渡る橋上から川越し見るのが絶景。

東西に遮るものがなく大きく広がった、どっしり座

った山容は力強い。地元で「妙見富士」と親しま



  

れる山ならきっと好い山だろう。そんな思いで登

りたく、10 年ほどまえには、秋のマッタケ山のた

め入山禁止で登頂断念、昨年９月の高御位山

遊会は雨天中止、今回やっとの登山。 

当日はマイクロバスで妙見山の南側山麓にあ

る「那珂ふれあい館」に直行。駐車場も広く立派

な建物があり、ここで「TAKA ふれあいボランティ

アガイド」の川口さんより町の古代・中世の歴史

など現物を見ての解説があった。そのなかで、こ

の 辺 り は

1300年前の

「 播 磨 風 土

記 」 に 登 場

する託賀の

郡の中心地

で賀眉の里

であり古くか

ら開けた土地だった。また隣に東山古墳（1450

年～1400 年前）群もあり、現在は公園化されて

いる。また「妙見山」は昔の一時期は「赤金山」と

呼ばれ、数カ所の銅鉱山や精錬所があり、その

鉱毒災害を免れることと繁栄を祈るため山頂に

妙見堂を祀った（現在もそれらしき石組が残って

いる）。このことから「妙見

山」と呼ばれるようになった。

とのことです。 

地史の勉強後は目的の

登山、体操を終え古墳群

を後にして出発。妙見富士

ＣＣゴルフ場横の緩やかな

林道を歩いていく。やがて

左側に東山登山口の標識

が見える。ここからが本当の山登りであるが、この

あたりは、明るく開かれた登山口に整備されてい

る。木造階段道を通り緩やかな道を進み、3 合目

の鞍部に到着。 ここは城山と山頂への分岐点で

城山へ寄り道するが、 整備された急傾斜の木道

を登る。城山山頂は最近伐採されたらしく広い平

面地が現れ 南側の展望ができ多可町中区の集

落が一望できる。地表には城跡なのか石列が見

える。なにか標示がほしかった（ふれあい館の資

料によると貝野城址と記載されている）。分岐点

に戻り妙見山頂へと尾根をいく。ほぼ登りばかり

で、少しきつい岩まじりの所もあるが自然林の常

緑灌木や赤松の木が結構多く明るい道となる。

途中、草刈機を持った下山者に挨拶、地元の方

で山道を整備中とのこと。有難うございます。 

ログハウスをすぎ数分で山頂到着。まずは昼

食、山頂は狭いが今日の展望は素晴らしい。劣

化した方位盤で山名を苦労して確認。西には笠

形山、飯森山、千ヶ峰、三国岳、南には翠明湖、

遠くには瀬戸内海が見える。東には白髪山、黒

田庄町の妙見山、西光寺山。次回はこの山頂か

ら雪の被った遠くの稜線が見たくなった。 

下山は牧野下山道を利用、ほとんど日が差し

込まない道を進むが途中に椿の群生

林があり花の季節に見たいものだ。山

麓の赤松林もよい。近頃はこのような

風景は見なくなり次回は山麓も散策

したいものです。 

登山だけでなく、妙見山の歴史も

知り充実した一日でした。 

 

六甲・石楠花山 

日  時：１１月２７日(日） 

参 加 者：La 須増 SLa 北村   足立(美) 河合 小山 澤田(卓) 田羅間(勤) 開 水上  

臼井 三木(悦) 

     Lb 澤田(律) SLb 砂川(延) 井上 狩集 瀬尾 瀧原 田羅間(易) 野村 増田 

行動記録：神鉄谷上駅 9:20 集合、コース説明＆ストレッチ(9:45 発)～登山口（炭ヶ谷経由） 

10:00～獺池分岐 11:00(11:10 発)～石楠花山 11:20(11:30 発)～ 展望台 (昼食) 

11:35（12:25 発）～黄蓮谷入口(西六甲ドライブウエイ)12:40～布引谷分岐（生田川）

13:00～森林植物園東口 13:20(13:30 発)～分水嶺越分岐 13:45～地蔵谷出合 

14:25～市ヶ原(桜茶屋)14:30(14:50 発)～新神戸駅 15:45 

  

★炭ヶ谷～石楠花山～トゥエンティクロスを歩いて            三木                        

山遊会での山行は７月の三の峰以来です。

ブランクがあるので、平荘湖自主トレを数回積ん

でから山行に参加するつもりでしたが、北六甲

の隠れ名山、石楠花山に魅かれました。それに

北側からの登山も初めてです。表とは違う六甲

の顔が見れるかも？と思い参加しました。 



  

晩秋のハイキング日和です。神戸電鉄谷上駅

集合、夏以来の久しぶりの方や初めての方との

挨拶を交わし、入念にストレッチをして登山口へ

とスタート。 

炭ヶ谷を朔行し石楠花山を目指し急坂を登っ

て行きました。落ち葉いっぱいの雑木林や、石

がゴロゴロした谷沢、途中には名前の由来？炭

窯跡があったり、うっすらと暗い杉の林道や、笹

をかき分け歩いたり、炭ヶ谷～石楠花山は面白

いコースでした。今まで歩いたコースとは違う雰

囲気を味わう事ができました。一汗かいた後、石

楠花山（６５１ｍ）山頂踏破です。展望は無し、三

角点にタッチしてみんなでニッコリ記念撮影。少

し進み２階建ての展望台で黒岩尾根や摩耶山

方面を眺めながら昼食。それ程疲れることもなか

ったのでつい食べ過ぎました！ 

会長がむいてくれたりんごのデザートでしめく

くり、大満足のランチタイムでした。 

地図を手元に再びコンパスを合せて、台地状の

石楠花山を後に黄連谷を下りました。ハイカーが

増えた徳川道を少し歩き、神戸の紅葉の名所、森

林 植 物 園 ・ 東 門 に 到 着。 門 入 口 付 近 の 紅 葉

を愛でながら小休憩です。その後、地蔵谷出会

いまでの１時間弱、お洒落な名前のトゥエンティ

クロスの（４回位クロスした）沢渡りを楽しみながら、

おなじみの市ヶ原へ下りてきました。 

市ヶ原の紅葉はきれいに色づいて今日のご

褒美のように思えました。森林浴の後は水量豊

かな布引の滝でミスト浴です。きれいになれ

た？？気分！！ 

今回の炭ヶ谷新神戸のコース、谷川歩きを楽

しみながら紅葉・黄葉・落葉と季節を感じ、登山

道の名前の由来からは歴史を感じる良い山行で

した。久しぶりに長い時間山歩きが出来て楽し

かったです。ありがとうございました。縦横、登山

コースが多い六甲山系は手近で大好きな山で

す。歩いてみたいコースがたくさんあります。ま

たよろしくお願いします。 

 

山神社ＲＣ 

 

日  時：１１月２７日(日）１０時～１５時３０分 

参加者：荒尾 大瀬 大谷 尾越 西村 本多 松下 和田 

＊2009 年の発案から初めて会独自で実施できました＊ 

ぶしゅぶしゅ麦人 5.5⇒私のラバさん 5.6⇒陽だまりの木 5.8⇒秋の木漏れ日 5.9⇒ 

南面左ルート 5.7⇒酋長の娘 5.9 

      

★ 山神社ＲＣ例会に参加して                        西村

クライミング例会に初めて参加しました。ヘル

メット、ハーネス、クライミングシューズと着用し、

エイト結びは学習会で何回か練習していたので

分かりやすく、その点は良かったと思いました。 

 登る時にホールドを探すのが大変でした。そし

て、落ちるのではないかと不安を感じるのでどう

しても大きいホールドをつかもうとして、手足が

伸びきった余裕のない不安定な姿勢になってし

まいました。下りる時は「椅子に腰を掛ける様な

姿勢で」と、言われるのですが、怖さが先に立ち

思い切って手を放すことができませんでした。 

 登ることに必死で、終了点に到達した時は下り

ることばかり考えていました。しかし、「周囲の景

色を見てもいいんだよ」と、言われたことでハット

思い、ゆとりのない登り方をしていたと気付かさ

れました。 

 登山道を登って行くのとは違った楽しみ、恐怖

感を味わいました。これからも安全に山登りを続

けていきたいと思った一日でした。ありがとうござ

いました。




